
 

 

二見町茶屋地区景観形成基準について 

 

１ 二見町の景観形成のあゆみ 

H13.12  「二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例」を旧二見町が制定 
          茶屋地区を「景観形成地区」に指定 

H21.10.1 「伊勢市景観計画」運用開始 
茶屋地区を「重点地区」に指定、景観形成基準は旧条例の考え方を引き継いだ。

H25.4.1  「伊勢市景観計画」変更 
より地域の特性に応じた景観形成を図るため、以下の内容を変更。 
（変更内容） 
①重点地区範囲の一部変更 
②景観形成基準の変更：地区内を 5 つの小地区にわけ、それぞれの特性に応じ

た基準とした。 
③沿道景観形成地区の追加：国道 42 号の一部の追加。 

 
２ 現状の課題・問題点 

①廃業されたり、取り壊されてしまった旅館もあり、旅館街としての存続が厳しくなって

きている。 
②H25 変更のパブリックコメントにおいて出された、旅館の上層化や津波対策の必要性

を考慮すると現行基準が厳しいとの意見に対し、「ただし書きにより、柔軟に対応して

いく」という考え方を示しているが、どこまで緩和できるのか、前例や運用基準がない

中で対応が難しい。 
③一定規模以上の旅館の建築物は、建築基準法上、耐火建築物にしなければならないため、

旅館街として存続していくためには、耐火建築物でありながらも景観に配慮した建築物

となるような景観形成基準とする必要がある。 
 
３ 今後の方針 

①二見町茶屋地区景観委員会で景観形成基準変更案を作成する 
          ↓ 
②旅館組合との意見交換会で意見聴取する（旅館組合から呼びかけ） 
          ↓ 
③茶屋地区全体での懇談会をする（全戸配布） 
          ↓ 
④二見町茶屋地区景観委員会で審議 
          ↓ 
⑤伊勢市景観計画の変更の必要があれば、都市計画審議会に事前説明し、パブリックコメ

ントを実施して、変更する。 
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